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政府は現在の日本経済について、新型コロナウイルス感染症の影響により、依然とし

て厳しい状況にあり、その水準はコロナ前を下回った状態にとどまっているとしていま

す。 

このような経済認識の下で、公的支出による経済の下支えを図りつつ、設備投資をは

じめとする民間需要を呼び込みながら、生産性を高め、賃金の継続的な上昇を促し、民

需の自律的な回復も相まって、民需主導の成長軌道に戻していくことを目指すとしてい

ます。 

 

本市においても新型コロナウイルス感染症拡大が地域経済や市民生活に及ぼす影響は

大きく、令和３年度の予算編成では、市税が大きく減少することとなり大変厳しいもの

となりました。このような中にあっても、これまで進めてきた地方創生の取組はもとよ

り、多様性のある豊かな地域資源を最大限生かした施策を継続発展させる年度として位

置付けたところです。 

なお、本年２月に市長選挙が執行されたことから当初予算においては一般行政経費を

中心とした通年予算として編成し、６月に政策的経費等を盛り込んだ補正予算を編成す

ることとしています。また、切れ目ない行政サービスを提供するため、市民の安心・安

全や市民生活の安定性の観点から、新型コロナウイルス感染症対策や継続的な事業につ

いては当初予算に計上しました。 

 

以上のことから、一般会計予算は475億円、前年度予算と比較すると23億円(4.6％)

の減少となります。また、一般会計のほか、６つの特別会計、３つの企業会計を合わせ

た総予算規模は792億 3,298万 9千円、前年度予算と比較すると17億 9,069万 6千円

(2.2％)の減少となります。 

 

 

  

１ 令和３年度当初予算の概要 
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(1) 各会計別当初予算額 

（単位:千円、％） 

 

  

令和３年度
予算額　Ａ

令和２年度
予算額　Ｂ

差引増減額
Ｃ＝Ａ－Ｂ

増減率
Ｃ／Ｂ

一般会計 47,500,000 49,800,000 △ 2,300,000 △ 4.6

国民健康保険特別会計（事業勘定） 10,498,000 10,655,000 △ 157,000 △ 1.5

国民健康保険特別会計（施設勘定） 1,030,000 493,000 537,000 108.9

後期高齢者医療特別会計 1,279,000 1,242,000 37,000 3.0

介護保険特別会計 8,593,000 8,661,000 △ 68,000 △ 0.8

農業集落排水事業特別会計 1,340,000 1,357,000 △ 17,000 △ 1.3

公設地方卸売市場特別会計 42,500 42,000 500 1.2

小計 22,782,500 22,450,000 332,500 1.5

水道事業会計 3,048,335 3,009,079 39,256 1.3

下水道事業会計 5,547,714 5,429,758 117,956 2.2

病院事業会計 354,440 334,848 19,592 5.9

小計 8,950,489 8,773,685 176,804 2.0

79,232,989 81,023,685 △ 1,790,696 △ 2.2

特
別
会
計

企
業
会
計

合計
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(2) 一般会計当初予算の概要 

 

  

差引増減額 増減率

予算額　Ａ 構成比 予算額　Ｂ 構成比 Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ

1 ○ 市税 15,702,550 33.1 16,525,550 33.2 △ 823,000 △ 5.0

2 地方譲与税 360,000 0.8 374,000 0.8 △ 14,000 △ 3.7

3 利子割交付金 13,000 0.0 13,000 0.0 0 0.0

4 配当割交付金 55,000 0.1 55,000 0.1 0 0.0

5 株式等譲渡所得割交付金 50,000 0.1 40,000 0.1 10,000 25.0

6 法人事業税交付金 200,000 0.5 151,000 0.4 49,000 32.5

7 地方消費税交付金 2,300,000 4.8 2,500,000 5.0 △ 200,000 △ 8.0

8 ゴルフ場利用税交付金 25,000 0.1 28,000 0.1 △ 3,000 △ 10.7

9 環境性能割交付金 40,000 0.2 50,000 0.2 △ 10,000 △ 20.0

10 地方特例交付金 536,500 1.2 90,000 0.2 446,500 496.1

11 地方交付税 10,100,000 21.3 10,400,000 20.9 △ 300,000 △ 2.9

12 交通安全対策特別交付金 16,000 0.0 16,000 0.0 0 0.0

13 ○ 分担金及び負担金 86,863 0.2 111,436 0.2 △ 24,573 △ 22.1

14 ○ 使用料及び手数料 436,142 0.9 480,400 1.0 △ 44,258 △ 9.2

15 国庫支出金 6,273,254 13.2 5,798,445 11.6 474,809 8.2

16 県支出金 3,491,781 7.4 3,337,480 6.7 154,301 4.6

17 ○ 財産収入 161,518 0.3 126,689 0.3 34,829 27.5

18 ○ 寄附金 450,771 0.9 403,104 0.8 47,667 11.8

19 ○ 繰入金 3,011,478 6.3 3,738,958 7.5 △ 727,480 △ 19.5

20 ○ 繰越金 200,000 0.4 200,000 0.4 0 0.0

21 ○ 諸収入 1,234,343 2.6 1,331,538 2.7 △ 97,195 △ 7.3

22 市債 2,755,800 5.8 4,029,400 8.1 △ 1,273,600 △ 31.6

23 47,500,000 100.0 49,800,000 100.0 △ 2,300,000 △ 4.6

24 ○　うち自主財源 21,283,665 44.8 22,917,675 46.0 △ 1,634,010 △ 7.1

差引増減額 増減率

予算額　Ａ 構成比 予算額　Ｂ 構成比 Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ

25 個人市民税 5,095,000 32.4 5,535,000 33.5 △ 440,000 △ 7.9

26 法人市民税 893,450 5.7 1,019,450 6.2 △ 126,000 △ 12.4

27 固定資産税 8,116,500 51.7 8,384,500 50.7 △ 268,000 △ 3.2

28 軽自動車税 437,000 2.8 422,000 2.6 15,000 3.6

29 市たばこ税 660,000 4.2 660,000 4.0 0 0.0

30 入湯税 9,000 0.1 10,000 0.1 △ 1,000 △ 10.0

31 都市計画税 491,600 3.1 494,600 3.0 △ 3,000 △ 0.6

32 15,702,550 100.0 16,525,550 100.0 △ 823,000 △ 5.0

差引増減額 増減率

予算額　Ａ 構成比 予算額　Ｂ 構成比 Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ

33 辺地対策事業債 0 0.1 12,800 0.1 △ 12,800 皆減

34 臨時財政対策債 2,300,000 83.5 1,548,000 38.4 752,000 48.6

35 合併特例事業債 406,500 61.1 2,442,600 61.1 △ 2,036,100 △ 83.4

36 市営住宅整備事業債 49,300 1.8 26,000 0.6 23,300 89.6

37 2,755,800 100.0 4,029,400 100.0 △ 1,273,600 △ 31.6

【歳入】 （単位：千円、％）

令和３年度 令和２年度

合計

（市税の内訳） （単位：千円、％）

令和３年度 令和２年度

合計

合計

（市債の内訳） （単位：千円、％）

令和３年度 令和２年度
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差引増減額 増減率

予算額　Ａ 構成比 予算額　Ｂ 構成比 Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ

1 280,331 0.6 267,938 0.5 12,393 4.6

2 5,066,340 10.7 5,513,012 11.1 △ 446,672 △ 8.1

3 17,563,823 37.0 17,329,849 34.8 233,974 1.4

4 4,737,467 10.0 3,943,038 7.9 794,429 20.1

5 108,947 0.2 119,360 0.2 △ 10,413 △ 8.7

6 2,231,535 4.7 2,325,087 4.7 △ 93,552 △ 4.0

7 1,295,735 2.7 1,122,813 2.3 172,922 15.4

8 2,860,761 6.0 3,981,871 8.0 △ 1,121,110 △ 28.2

9 1,571,088 3.3 1,645,469 3.3 △ 74,381 △ 4.5

10 4,913,643 10.3 6,683,185 13.4 △ 1,769,542 △ 26.5

11 災害復旧費 0 0.0 0 0.0 0 -

12 6,208,013 13.1 6,351,831 12.8 △ 143,818 △ 2.3

13 512,317 1.1 466,547 0.9 45,770 9.8

14 150,000 0.3 50,000 0.1 100,000 200.0

15 47,500,000 100.0 49,800,000 100.0 △ 2,300,000 △ 4.6

差引増減額 増減率

予算額　Ａ 構成比 予算額　Ｂ 構成比 Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ

16 □ 10,040,739 21.1 10,083,663 20.2 △ 42,924 △ 0.4

17 7,873,218 16.6 7,374,808 14.8 498,410 6.8

18 230,830 0.5 205,940 0.4 24,890 12.1

19 □ 9,066,170 19.1 8,867,960 17.8 198,210 2.2

20 補助費等 7,094,523 14.9 6,783,897 13.6 310,626 4.6

21 一部事務組合 2,656,509 - 2,664,429 - △ 7,920 △ 0.3

22 その他 4,438,014 - 4,119,468 - 318,546 7.7

23 普通建設事業費 1,649,619 3.5 4,939,326 9.9 △ 3,289,707 △ 66.6

24 補助事業 472,376 - 3,197,866 - △ 2,725,490 △ 85.2

25 単独事業 1,177,243 - 1,741,460 - △ 564,217 △ 32.4

26 災害復旧事業費 0 0.0 0 0.0 0 -

27 □ 6,208,013 13.1 6,351,831 12.8 △ 143,818 △ 2.3

28 511,804 1.1 465,745 0.9 46,059 9.9

29 86,533 0.2 120,146 0.2 △ 33,613 △ 28.0

30 4,588,551 9.7 4,556,684 9.1 31,867 0.7

31 150,000 0.3 50,000 0.1 100,000 200.0

32 47,500,000 100.0 49,800,000 100.0 △ 2,300,000 △ 4.6

33 25,314,922 53.3 25,303,454 50.8 11,468 0.0

差引増減額 増減率

予算額　Ａ 構成比 予算額　Ｂ 構成比 Ｃ＝Ａ－Ｂ Ｃ／Ｂ

34 5,969,111 96.2 6,064,581 95.5 △ 95,470 △ 1.6

35 238,902 3.8 287,250 4.5 △ 48,348 △ 16.8

36 6,208,013 100.0 6,351,831 100.0 △ 143,818 △ 2.3

【歳出】　目的別 （単位：千円、％）

令和３年度 令和２年度

諸支出金

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費

予備費

合計

【歳出】　性質別 （単位：千円、％）

令和３年度 令和２年度

※構成比については、それぞれ四捨五入しているので、端数において合計とは一致しない場合があります。

人件費

物件費

維持補修費

扶助費

公債費

積立金

貸付金・出資金

繰出金

予備費

合計

□　うち義務的経費

利子償還金

合計

※構成比については、それぞれ四捨五入しているので、端数において合計とは一致しない場合があります。

（公債費の内訳） （単位：千円、％）
令和３年度 令和２年度

元金償還金
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２ 特別会計・企業会計当初予算の概要 
 

(1) 特別会計・企業会計の主な事業内容 

 
  

会計名 予算額

保険給付費 7,462,530 国民健康保険料（税） 1,935,934

国民健康保険事業費納付金 2,596,460 県支出金 7,694,299

保健事業費 130,028 繰入金 853,509

施設整備・管理費等 845,417 診療収入 75,891

医業費 56,733 介護サービス収入 1,351

公債費 126,118 繰入金 210,151

広域連合納付金 1,248,858 後期高齢者医療保険料 988,990

繰入金 253,561

保険給付費 7,826,447 介護保険料 1,885,240

地域支援事業費 334,220 国庫支出金 1,920,745

支払基金交付金 2,183,467

施設管理費 728,336 農業集落排水施設使用料 284,775

公債費 609,372 繰入金 865,563

市債 187,000

管理運営費 37,321 市場使用料 21,055

公債費 3,179 繰入金 13,236

収益的支出 2,110,765

資本的支出 937,570

収益的支出 2,898,634

資本的支出 2,649,080

収益的支出 123,459

資本的支出 230,981

下水道事業会計 5,547,714

病 院 事 業 会計 354,440

農 業 集 落
排 水 事 業
特 別 会 計

1,340,000

公 設 地 方
卸 売 市 場
特 別 会 計

42,500

水 道 事 業 会計 3,048,335

国 民 健 康 保険
特 別 会 計
（ 施 設 勘 定）

1,030,000

後 期 高 齢 者
医 療 特 別 会計

1,279,000

介 護 保 険
特 別 会 計

8,593,000

（単位：千円）

主な事業内容 主な財源内訳

国 民 健 康 保険
特 別 会 計
（ 事 業 勘 定）

10,498,000
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(2) 特別会計の概要 

 
 

 

 

 

予算に連動して平成29年度に補正予算化 
 

国民健康保険 

（事業勘定） 

 平成３０年度に行われた国保一元化に伴い、県が決定する標準

保険料・納付金を計上しています。令和３年度当初予算は対前年

度比1億 5,700万円減の104億 9,800万円となります。 

国民健康保険 

（施設勘定） 

 蒲生医療センターがん診療棟増築工事及び永源寺診療所改築工

事を計上しているため、令和３年度当初予算は対前年比5億3,700

万円増の10億 3,000万円となります。なお、がん診療棟について

は、令和３年８月診療開始予定、永源寺診療所については、令和

４年４月診療開始予定となっています。 

後期高齢者医療 

高齢化の進展とともに被保険者数が増加しており、これに比例

して医療費も増加しています。このことから令和３年度当初予算

は対前年度比3,700万円増の12億 7,900万円となります。 

介護保険 

  第８期介護保険事業計画に基づき、保険給付費と介護予防等の

地域支援事業費を計上しています。保険給付費は78億 2,645万円

とし、令和３年度当初予算は対前年度比6,800万円減の85億9,300

万円となります。 

農業集落排水事業 

 公共下水道接続に向けた下水道本管の点検修繕や、接続後の処

理施設を再利用するために施設改修を実施します。また、公共下

水道への接続を計画的に進めており、令和３年度は湖東地区の湯

里処理区及び小田苅処理区の接続を予定しています。今後、経営

効率化を図るため、特別会計から公営企業会計への移行に向けた

取組を進めます。令和３年度当初予算は昨年度比 1,700 万円減の

13億 4,000万円となります。 

公設地方卸売市場 

経営戦略に基づき、市民が集まり、にぎわいのある身近な総合

市場となるよう、卸売市場の運営を図ると共に、市民に親しまれ

開かれた市場を目指し、おいでやす日曜市などの市場開放事業に

取り組みます。令和３年度当初予算は、対前年度比 50 万円増の

4,250万円となります。 
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(1) 令和３年度 一般会計当初予算額 

                                   単位：億円、％ 

 
 

※金額については、それぞれ四捨五入しているので、端数において合計とは一致しない場合があります。 
 
 

(2) 一般会計・予算規模の推移 

 
 

 
 

※H17 は 1 市 4 町の予算額。H21、H25 は「肉付け予算」として 6 月補正後の額 
  

３ 参考資料 

（単位：億円） 
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(3) 一般会計・基金残高の推移 

 

 
※令和元年度までは決算、令和 2年度 3年度は見込み 

 

(4) 一般会計・市債残高の推移 

 

 
※令和元年度までは決算、令和 2年度 3年度は見込み 

 

 
 
 
  

（単位：億円） 

（単位：億円） 
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取

得
し

た
資

産
の

固
定

資
産

税
相

当
額

を
奨

励
金

と
し

て
交

付
し

ま
す

。
企

業
支

援
課

1
4
5

(2
)雇

用
促

進
奨

励
金

2
9
,3

0
0

(1
9
,1

0
0
)

　
企

業
が

市
民

を
正

社
員

と
し

て
新

規
雇

用
し

、
か

つ
継

続
し

て
雇

用
し

た
実

績
に

応
じ

て
奨

励
金

を
交

付
し

ま
す

。
企

業
支

援
課

1
4
5

2
　
し

ご
と

づ
く
り
応

援
セ

ン
タ

ー
の

運
営

6
,1

5
7

(5
,9

9
6
)

　
市

内
事

業
所

が
必

要
と

す
る

人
材

を
確

保
す

る
た

め
、
し

ご
と

づ
く
り
応

援
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、
職

業
紹

介
と

体
験

実
習

に
よ

る
就

労
支

援
を

行
い

ま
す

。
商

工
労

政
課

1
2
3

3
　
合

同
就

職
面

接
会

等
の

開
催

5
0
0

(1
,3

0
0
)

　
市

内
事

業
所

が
必

要
と

す
る

人
材

の
確

保
と

定
着

を
促

進
す

る
た

め
、
合

同
就

職
面

接
会

等
を

開
催

し
ま

す
。

商
工

労
政

課
1
2
3

中
心

市
街

地
の

に
ぎ

わ
い

創
出

と
商

工
業

の
活

気
を

増
進

し
ま

す

1
　
中

心
市

街
地

に
ぎ

わ
い

創
出

事
業

へ
の

支
援

5
,4

2
0

(5
,1

2
0
)

　
中

心
市

街
地

の
に

ぎ
わ

い
を

創
出

す
る

た
め

、
二

五
八

祭
、
聖

徳
ま

つ
り
等

の
交

流
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

や
情

報
発

信
事

業
等

を
支

援
し

ま
す

。
商

工
労

政
課

1
4
5

2
　
空

店
舗

出
店

者
支

援
事

業
1
,2

0
0

(1
,2

0
0
)

　
商

店
街

活
性

化
の

た
め

商
店

街
を

形
成

す
る

地
域

に
お

け
る

空
店

舗
へ

入
居

す
る

事
業

者
に

対
し

、
家

賃
補

助
を

行
い

ま
す

。
（
1
年

間
家

賃
の

1
/
4
補

助
、
上

限
2
5
,0

0
0
円

/
月

）
商

工
労

政
課

1
4
5

3
　
商

工
業

振
興

支
援

事
業

5
0
,3

0
9

(5
0
,0

5
9
)

　
市

内
商

工
業

の
振

興
を

図
る

た
め

、
中

小
企

業
の

経
営

サ
ポ

ー
ト
や

創
業

支
援

の
取

組
及

び
地

場
産

業
や

工
業

振
興

の
取

組
に

対
し

て
、
商

工
会

議
所

や
商

工
会

等
に

支
援

し
ま

す
。

商
工

労
政

課
1
4
3

4
　
中

小
企

業
者

へ
の

利
子

補
給

(1
)新

規
開

業
支

援
資

金
利

子
補

給
金

2
,7

1
0

(2
,7

1
0
)

　
新

規
開

業
の

た
め

に
受

け
た

融
資

に
つ

い
て

、
利

子
の

1
％

を
3
年

間
補

助
し

ま
す

。
商

工
労

政
課

1
4
3

(2
)小

規
模

事
業

者
経

営
改

善
資

金
融

資
利

子
補

給
金

6
,1

7
9

(6
,1

7
9
)

　
小

規
模

事
業

者
が

経
営

の
規

模
拡

大
や

経
営

の
合

理
化

の
た

め
に

、
新

た
に

融
資

を
受

け
た

場
合

、
利

子
の

1
％

を
3
年

間
補

助
し

ま
す

。
商

工
労

政
課

1
4
3

5
　
地

域
お

こ
し

協
力

隊
（
商

店
街

）
の

活
動

支
援

1
,9

9
6

(1
,9

9
6
)

　
中

心
市

街
地

の
に

ぎ
わ

い
を

創
出

す
る

た
め

、
地

元
商

店
街

と
協

力
し

て
活

性
化

に
取

り
組

む
地

域
お

こ
し

協
力

隊
（
1
人

）
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
商

工
労

政
課

1
4
3

項
目

・
事

業
名
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予
算

額
（
前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

農
林

水
産

業
の

生
産

振
興

と
高

付
加

価
値

化
を

促
進

し
ま

す

1
　
農

林
水

産
創

造
・
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

事
業

2
5
,6

0
0

(4
0
,6

0
0
)

　
近

畿
随

一
の

耕
地

面
積

を
誇

る
本

市
に

お
い

て
、
米

、
麦

、
大

豆
か

ら
高

収
益

作
物

へ
の

転
換

が
求

め
ら

れ
る

中
、
地

域
内

中
規

模
流

通
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
向

け
て

、
地

域
商

社
「
㈱

東
近

江
あ

ぐ
り
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

」
、
4
J
A
、
市

が
連

携
し

取
り
組

ん
で

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

　
市

内
で

生
産

さ
れ

た
新

鮮
な

野
菜

を
市

内
ス

ー
パ

ー
等

で
販

売
す

る
仕

組
み

を
確

立
す

る
た

め
、
高

収
益

作
物

の
生

産
振

興
を

図
る

と
と

も
に

、
流

通
・
販

売
体

制
の

構
築

と
生

産
・
出

荷
農

家
の

拡
大

を
推

進
し

、
儲

か
る

農
業

を
目

指
し

ま
す

。

農
業

水
産

課
1
3
1

2
　
水

田
野

菜
等

の
特

産
品

振
興

事
業

(1
)野

菜
産

地
化

推
進

事
業

補
助

6
,6

0
0

(4
,0

0
0
)

　
野

菜
の

産
地

化
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

た
め

、
機

械
等

の
導

入
経

費
に

対
し

て
補

助
し

ま
す

。
　
　
・
機

械
導

入
1
/
3
以

内
 上

限
5
0
万

円
　
　
・
水

稲
育

苗
ハ

ウ
ス

有
効

活
用

1
/
2
以

内
 上

限
1
0
万

円
　
　
・
簡

易
暗

渠
導

入
1
/
2
以

内
 上

限
4
5
万

円

農
業

水
産

課
1
2
9

(2
)園

芸
特

産
作

物
生

産
振

興
事

業
補

助
3
,0

0
0

(3
,0

0
0
)

　
施

設
野

菜
や

果
樹

等
の

特
産

物
の

生
産

に
係

る
施

設
等

の
導

入
経

費
に

対
し

て
補

助
し

ま
す

。
農

業
水

産
課

1
2
9

3
　
担

い
手

支
援

事
業

(1
)農

業
次

世
代

人
材

投
資

資
金

2
3
,2

5
0

(2
3
,2

5
0
)

　
5
0
歳

未
満

で
新

規
就

農
す

る
人

に
対

し
て

、
年

間
最

大
1
5
0
万

円
を

5
年

間
交

付
し

ま
す

。
農

業
水

産
課

1
2
9

(2
)強

い
農

業
・
担

い
手

づ
く
り
総

合
支

援
事

業
補

助
1
2
,0

0
0

(9
,0

0
0
)

　
人

・
農

地
プ

ラ
ン

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

中
心

経
営

体
等

に
よ

る
経

営
の

発
展

・
改

善
を

目
的

と
す

る
農

業
用

機
械

・
施

設
の

導
入

経
費

に
対

し
て

補
助

し
ま

す
。

農
業

水
産

課
1
2
9

(3
)営

農
組

織
育

成
対

策
事

業
補

助
5
,0

0
0

(5
,0

0
0
)

　
地

域
の

農
業

の
担

い
手

で
あ

る
集

落
営

農
組

織
の

農
機

具
導

入
経

費
を

補
助

し
ま

す
。

農
業

水
産

課
1
2
9

4
　
林

業
振

興
対

策
事

業

(1
)森

林
の

保
全

・
管

理
1
1
,1

4
0

(8
,8

0
4
)

　
琵

琶
湖

の
水

源
で

あ
る

鈴
鹿

の
山

々
を

将
来

に
わ

た
っ

て
保

全
・
活

用
し

て
い

く
た

め
、
市

森
林

整
備

計
画

に
基

づ
き

間
伐

期
に

達
し

て
い

る
樹

木
の

間
伐

等
を

実
施

し
ま

す
。
整

備
の

見
込

み
が

立
た

な
い

森
林

に
つ

い
て

は
、
森

林
所

有
者

や
集

落
等

の
意

向
を

踏
ま

え
、
針

広
混

交
林

化
等

を
進

め
ま

す
。

林
業

振
興

課
1
3
7

(2
)地

域
お

こ
し

協
力

隊
（
林

業
）
活

動
支

援
7
,9

8
4

(7
,9

8
4
)

　
林

業
に

よ
る

地
域

の
活

性
化

を
目

指
し

て
地

域
お

こ
し

協
力

隊
（
2
人

）
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。
林

業
振

興
課

1
3
7
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予
算

額
（
前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

5
　
鳥

獣
対

策
事

業
4
5
,2

1
3

(4
6
,2

6
9
)

　
農

作
物

被
害

や
生

活
被

害
を

軽
減

す
る

た
め

、
ニ

ホ
ン

ジ
カ

、
イ

ノ
シ

シ
及

び
ニ

ホ
ン

ザ
ル

等
の

有
害

鳥
獣

の
捕

獲
や

侵
入

防
止

柵
の

資
材

等
に

補
助

し
ま

す
。
ま

た
、
ニ

ホ
ン

ザ
ル

の
個

体
数

管
理

の
た

め
の

調
査

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
人

と
獣

の
棲

み
分

け
対

策
と

し
て

里
山

の
整

備
を

実
施

し
ま

す
。

林
業

振
興

課
1
3
1

6
　
農

業
生

産
基

盤
整

備

(1
)国

営
土

地
改

良
事

業
　
（
東

近
江

地
区

国
営

農
地

再
編

整
備

事
業

）
6
,5

2
8

(4
,6

2
8
)

・
国

営
事

業
の

早
期

採
択

を
目

指
し

、
事

業
計

画
策

定
に

係
る

調
査

を
実

施
し

ま
す

。
・
地

域
農

業
の

継
続

に
不

可
欠

な
ス

マ
ー

ト
農

業
の

普
及

拡
大

を
図

る
た

め
、
市

内
の

ほ
場

に
お

い
て

ド
ロ

ー
ン

を
活

用
し

た
先

端
技

術
の

実
証

を
行

い
ま

す
。
（
ス

マ
ー

ト
農

業
と

は
、
ＩＣ

Ｔ
や

ロ
ボ

ッ
ト
等

の
先

端
技

術
を

取
り
入

れ
た

農
業

で
、
農

作
業

の
省

力
化

や
栽

培
技

術
の

継
承

に
有

効
な

技
術

で
す

。
）

農
村

整
備

課
1
3
5

(2
)県

営
土

地
改

良
事

業
5
5
,0

4
1

(1
3
0
,8

6
4
)

・
経

営
体

育
成

基
盤

整
備

事
業

（
小

脇
地

区
H
2
9
～

、
尻

無
北

部
地

区
H
3
0
～

、
愛

東
外

地
区

R
1
～

、
栗

見
出

在
家

地
区

R
2
～

、
小

倉
地

区
R
3
新

規
）

・
水

質
保

全
対

策
事

業
（
白

鳥
川

中
流

２
期

地
区

H
2
7
～

）
・
特

定
農

業
用

管
水

路
等

特
別

対
策

事
業

（
福

堂
地

区
H
2
5
～

）
・
か

ん
が

い
排

水
事

業
  

  
  

  
  

  
  

 （
日

野
川

地
区

H
2
7
～

、
湖

東
平

野
１
期

地
区

H
2
6
～

、
能

登
川

地
区

H
3
0
～

）
・
中

山
間

地
域

総
合

整
備

事
業

（
相

谷
地

区
H
1
9
～

）

農
村

整
備

課
1
3
5

(3
)団

体
営

土
地

改
良

事
業

3
7
,1

8
0

(3
6
,0

0
0
)

・
団

体
営

土
地

改
良

事
業

支
援

（
農

地
耕

作
条

件
改

善
事

業
等

）
農

村
整

備
課

1
3
5

(4
）
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
交

付
金

2
5
,0

8
0

(2
6
,2

0
0
)

　
農

業
生

産
の

条
件

が
不

利
な

中
山

間
地

域
等

に
お

い
て

、
耕

作
放

棄
地

の
発

生
を

防
止

す
る

た
め

、
急

傾
斜

地
の

農
地

を
対

象
と

し
て

集
落

へ
の

支
援

を
行

い
ま

す
。

農
村

整
備

課
1
3
5

(5
）
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
2
6
4
,4

3
0

(2
7
2
,6

1
3
)

　
農

業
農

村
の

有
す

る
多

面
的

機
能

の
維

持
・
発

揮
を

図
る

た
め

、
地

域
で

実
施

さ
れ

る
農

用
地

・
水

路
・
農

道
・
た

め
池

の
保

全
等

を
行

う
共

同
活

動
や

老
朽

化
が

進
む

農
業

用
水

路
等

の
施

設
の

長
寿

命
化

に
対

す
る

支
援

を
行

い
ま

す
。

農
村

整
備

課
1
3
5
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基
本
⽬
標
２
 
⾏
き
た
い
住
み
た
い
魅
⼒
あ
る
東
近
江
市
の
創
⽣

（
単
位
︓
千
円
）

予
算

額
（
前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ

２
　
行

き
た

い
住

み
た

い
魅

力
あ

る
東

近
江

市
の

創
生

東
近

江
市

の
魅

力
を

発
信

し
新

し
い

ひ
と

の
流

れ
を

つ
く
り
ま

す

1
　
観

光
戦

略
推

進
事

業

(1
)観

光
ガ

イ
ド
人

材
育

成
支

援
2
,0

0
0

(2
,0

0
0
)

　
地

域
の

資
源

を
魅

力
的

に
伝

え
来

訪
者

の
満

足
度

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
各

種
研

修
会

を
実

施
し

、
観

光
ガ

イ
ド
と

し
て

活
躍

で
き

る
人

材
を

育
成

し
ま

す
。

観
光

物
産

課
1
4
5

(2
) 

地
域

資
源

を
い

か
し

た
広

域
連

携
1
,0

0
0

(1
,0

0
0
)

　
三

重
県

い
な

べ
市

や
南

伊
勢

町
等

と
連

携
し

て
観

光
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
や

連
携

イ
ベ

ン
ト
を

開
催

し
ま

す
。

観
光

物
産

課
1
4
5

2
　
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

イ
ベ

ン
ト
事

業
7
0
0

(2
,0

0
0
)

　
観

光
客

の
ニ

ー
ズ

が
モ

ノ
を

見
る

だ
け

で
な

く
、
そ

の
地

域
な

ら
で

は
の

「
体

験
や

体
感

」
「
人

と
の

出
会

い
や

ふ
れ

あ
い

」
に

変
わ

っ
て

き
て

い
る

こ
と

か
ら

、
点

在
す

る
様

々
な

資
源

を
期

間
限

定
の

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
と

し
て

商
品

化
し

集
客

を
図

り
ま

す
。

観
光

物
産

課
1
4
5

3
　
民

泊
推

進
事

業
5
,0

0
0

(5
,0

0
0
)

　
農

家
民

泊
に

よ
る

教
育

旅
行

の
運

営
体

制
の

強
化

と
持

続
可

能
な

仕
組

み
づ

く
り
を

進
め

る
と

と
も

に
、

地
域

特
性

を
い

か
し

た
民

泊
開

業
や

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

創
出

し
ま

す
。

観
光

物
産

課
1
4
5

4
　
観

光
資

源
ブ

ラ
ン

ド
化

推
進

1
0
,4

4
7

(8
,1

3
6
)

　
近

江
匠

人
認

証
制

度
に

よ
る

物
産

振
興

を
始

め
、
本

市
の

豊
か

な
自

然
、
奥

深
い

歴
史

と
文

化
等

を
い

か
し

た
観

光
資

源
の

ブ
ラ

ン
ド
化

に
よ

る
観

光
振

興
を

図
り
ま

す
。

観
光

物
産

課
1
4
7

5
　
ふ

る
さ

と
寄

附
事

業
2
1
2
,9

7
4

(2
2
1
,5

5
0
)

　
ふ

る
さ

と
寄

附
制

度
を

活
用

し
て

本
市

を
P
R
す

る
こ

と
で

、
全

国
の

皆
さ

ん
か

ら
応

援
を

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
周

知
を

図
り
ま

す
。

観
光

物
産

課
1
4
7

6
　
近

江
鉄

道
太

郎
坊

宮
前

駅
周

辺
整

備
1
7
,0

0
0

(1
8
,0

0
0
)

　
太

郎
坊

宮
へ

の
観

光
客

や
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
を

見
据

え
、
近

江
鉄

道
を

活
用

し
た

歴
史

文
化

、
情

報
、
人

の
交

流
拠

点
を

創
出

す
る

た
め

、
太

郎
坊

宮
前

駅
の

駅
前

広
場

等
の

周
辺

の
整

備
を

行
い

ま
す

。
公

共
交

通
政

策
課

6
5

7
　
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

等
開

催
支

援
補

助
1
,4

0
0

(1
,4

0
0
)

　
ス

ポ
ー

ツ
大

会
、
合

宿
、
学

会
、
研

修
等

の
開

催
に

伴
い

、
市

内
ホ

テ
ル

・
旅

館
に

宿
泊

す
る

場
合

、
主

催
者

で
あ

る
団

体
に

対
し

て
宿

泊
者

数
に

応
じ

て
補

助
し

ま
す

。
・
宿

泊
 一

泊
当

た
り
 1

,0
0
0
円

/
人

（
各

種
大

会
等

を
市

内
で

開
催

さ
れ

た
場

合
）

・
宿

泊
 一

泊
当

た
り
　
 5

0
0
円

/
人

（
　

　
　
〃

　
　

　
　
市

外
で

開
催

さ
れ

た
場

合
）

中
心

市
街

地
整

備
課

5
9

項
目

・
事

業
名
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予
算

額
（
前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

定
住

移
住

を
推

進
し

ま
ち

の
活

力
を

高
め

ま
す

1
　
移

住
推

進

(1
)お

試
し

居
住

体
験

事
業

委
託

6
0
0

(6
0
0
)

　
移

住
希

望
者

が
本

市
で

の
暮

ら
し

を
実

際
に

体
験

で
き

る
よ

う
、
お

試
し

で
居

住
で

き
る

住
宅

を
提

供
し

ま
す

。
（
政

所
町

地
先

）
・
利

用
料

：
大

人
一

人
当

た
り
2
日

間
で

3
,0

0
0
円

企
画

課
5
7

(2
)移

住
推

進
団

体
事

業
補

助
1
,0

0
0

(2
,0

0
0
)

　
市

内
に

活
動

の
拠

点
を

置
く
ス

ポ
ー

ツ
、
文

化
、
ま

ち
づ

く
り
団

体
等

が
、
市

内
で

住
み

、
市

内
で

働
き

、
市

内
で

活
動

す
る

移
住

者
を

計
画

的
に

受
け

入
れ

る
場

合
に

補
助

し
ま

す
。

・
移

住
1
5
万

円
/
人

・
空

家
活

用
5
万

円
/
人

企
画

課
5
7

(3
)移

住
推

進
イ

ベ
ン

ト
へ

の
出

展
3
1
7

(3
1
7
)

　
東

京
や

大
阪

な
ど

で
開

催
さ

れ
る

移
住

促
進

イ
ベ

ン
ト
に

出
展

し
、
都

市
部

か
ら

の
移

住
希

望
者

等
の

相
談

に
対

応
し

て
移

住
に

つ
な

げ
ま

す
。

企
画

課
5
7

(4
)移

住
就

業
支

援
補

助
2
,0

0
0

(2
,0

0
0
)

　
東

京
圏

か
ら

の
Ｕ

ＩＪ
タ

ー
ン

に
よ

る
市

内
へ

の
移

住
と

就
業

を
支

援
し

ま
す

。
・
1
 世

帯
1
0
0
万

円
（
単

身
は

6
0
万

円
）

（
通

算
5
年

以
上

東
京

2
3
 区

に
居

住
又

は
通

勤
し

て
い

た
人

で
、
本

市
に

5
 年

以
上

居
住

す
る

意
思

を
有

し
て

い
る

こ
と

。
）

商
工

労
政

課
1
2
5

1
　
観

光
イ

ベ
ン

ト
実

施
事

業
6
,5

2
0

(1
0
,5

2
0
)

　
聖

徳
太

子
1
4
0
0
年

祭
に

向
け

た
準

備
と

プ
レ

イ
ベ

ン
ト
を

開
催

す
る

ほ
か

、
四

季
折

々
の

イ
ベ

ン
ト
開

催
の

支
援

と
イ

ベ
ン

ト
誘

致
に

よ
る

誘
客

に
取

り
組

み
ま

す
。

観
光

物
産

課
1
4
7

2
　
森

里
川

湖
つ

な
が

り
創

生
事

業
総

合
政

策
課

(1
) 

び
わ

湖
 東

近
江

 S
E
A
 T

O
 S

U
M

M
IT

 2
0
2
1

5
,0

6
0

(4
,2

6
0
)

　
鈴

鹿
山

脈
か

ら
琵

琶
湖

ま
で

の
ス

ケ
ー

ル
メ

リ
ッ

ト
を

い
か

し
、
カ

ヤ
ッ

ク
、
自

転
車

、
登

山
の

ア
ウ

ト
ド
ア

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

、
本

市
の

豊
か

な
自

然
を

体
感

し
、
自

然
の

大
切

さ
に

つ
い

て
考

え
る

環
境

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト
を

開
催

し
ま

す
。

・
開

催
予

定
日

：
令

和
3
年

1
0
月

2
3
・
2
4
日

6
7

(2
)森

里
川

湖
エ

コ
ツ

ー
リ
ズ

ム
推

進
事

業
補

助
3
,0

0
0

(3
,0

0
0
)

　
エ

コ
ツ

ー
リ
ズ

ム
全

体
構

想
に

基
づ

く
エ

コ
ツ

ア
ー

の
実

施
や

新
規

事
業

者
の

参
入

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
森

里
川

湖
の

歴
史

の
中

で
育

ま
れ

て
き

た
原

風
景

を
い

か
す

仕
組

み
づ

く
り
を

行
い

ま
す

。
総

合
政

策
課

6
7

豊
か

な
自

然
資

源
や

奥
深

い
歴

史
文

化
を

い
か

し
た

観
光

施
策

を
推

進
し

ま
す
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予
算

額
（
前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

3
　
（
仮

称
）
布

引
の

森
整

備
事

業
1
7
5
,2

1
8

(3
,8

4
4
)

　
"
人

と
自

然
、
人

と
人

を
つ

な
げ

る
森

"
の

実
現

に
向

け
、
里

山
の

自
然

を
生

か
し

た
自

然
体

験
及

び
環

境
学

習
施

設
と

し
て

（
仮

称
）
布

引
の

森
を

整
備

し
、
地

域
間

交
流

を
促

進
す

る
と

共
に

当
該

地
区

を
含

む
農

山
漁

村
の

活
性

化
を

図
り
ま

す
。

　
整

備
面

積
：
約

9
.8

ha
　
整

備
施

設
：
管

理
棟

（
R
2
）
、
エ

ン
ト
ラ

ン
ス

及
び

森
林

浴
歩

道
①

（
R
3
）
、
森

林
浴

歩
道

②
（
R
4
）

環
境

政
策

課
1
1
7

4
　
木

地
師

の
ふ

る
さ

と
発

信
事

業
4
,5

8
6

(5
,0

8
6
)

　
豊

か
な

森
林

資
源

を
い

か
し

て
日

本
の

産
業

や
文

化
の

振
興

に
貢

献
し

て
き

た
木

地
師

の
文

化
的

価
値

を
評

価
、
顕

彰
す

る
と

と
も

に
全

国
に

広
が

る
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
ま

ち
づ

く
り
を

推
進

し
ま

す
。

企
画

課
5
7

暮
ら

し
に

潤
い

を
も

た
ら

す
文

化
的

環
境

を
整

え
ま

す

1
　
体

育
施

設
管

理
運

営
事

業
3
5
5
,7

6
1

(4
1
5
,3

3
0
)

　
利

用
料

金
制

度
を

導
入

し
、
指

定
管

理
者

に
よ

る
質

の
高

い
サ

-
ビ

ス
の

提
供

と
、
ス

ポ
ー

ツ
に

ふ
れ

あ
う
機

会
の

創
出

、
競

技
人

口
の

裾
野

を
広

げ
る

取
り
組

み
を

行
い

ま
す

。
ス

ポ
ー

ツ
課

2
0
5

2
　
文

化
振

興
施

設
整

備
1
5
2
,0

0
0

(0
)

　
文

化
施

設
の

老
朽

箇
所

の
改

善
を

図
り
安

全
性

を
高

め
る

た
め

、
施

設
改

修
を

実
施

し
ま

す
。

≪
主

な
整

備
箇

所
≫

・
八

日
市

文
化

芸
術

会
館

舞
台

機
構

、
装

置
改

修
工

事

教
育

施
設

課
2
0
1

3
　
指

定
文

化
財

保
存

修
理

防
災

事
業

3
,5

1
0

(5
,2

3
4
)

　
瓦

屋
禅

寺
重

要
文

化
財

本
尊

等
の

保
存

修
理

に
対

し
て

補
助

を
行

い
ま

す
。

歴
史

文
化

振
興

課
1
9
5

4
　
文

化
的

景
観

保
存

事
業

4
,5

2
7

(9
,9

0
0
)

　
重

要
文

化
的

景
観

に
選

定
さ

れ
た

伊
庭

集
落

の
保

存
活

用
を

進
め

ま
す

。
・
景

観
保

存
補

助
金

 　
正

厳
寺

書
院

等
4
件

歴
史

文
化

振
興

課
1
9
9

5
　
伝

統
的

建
造

物
群

保
存

事
業

2
7
,0

7
1

(1
9
,2

8
0
)

　
伝

統
的

建
造

物
群

保
存

地
区

に
お

い
て

、
大

城
神

社
曳

山
庫

修
理

工
事

等
（
6
件

）
に

補
助

を
行

い
ま

す
。

歴
史

文
化

振
興

課
1
9
7

6
　
ガ

リ
版

伝
承

館
管

理
運

営
事

業
6
,6

9
4

(8
7
2
)

　
ガ

リ
版

伝
承

館
の

管
理

運
営

及
び

保
存

資
料

の
文

化
財

的
価

値
付

け
と

活
用

に
向

け
た

整
理

を
行

い
ま

す
。

歴
史

文
化

振
興

課
1
9
1
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基
本
⽬
標
３
 
若
い
世
代
が
希
望
を
か
な
え
る
夢
の
あ
る
東
近
江
市
の
創
⽣

（
単
位
︓
千
円
）

予
算

額
（
前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ

３
　
若

い
世

代
が

希
望

を
か

な
え

る
夢

の
あ

る
東

近
江

市
の

創
生

結
婚

・
妊

娠
・
出

産
・
子

育
て

を
サ

ポ
ー

ト
し

ま
す

1
　
婚

活
支

援

(1
)結

婚
サ

ポ
ー

ト
連

絡
会

運
営

委
託

1
5
0

(1
5
0
)

　
若

者
が

結
婚

し
、
希

望
を

持
っ

て
地

域
に

定
着

す
る

こ
と

を
目

指
す

婚
活

に
取

り
組

ん
で

い
る

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

等
の

情
報

共
有

の
場

を
設

け
る

な
ど

、
取

組
の

サ
ポ

ー
ト
を

行
い

ま
す

。
企

画
課

5
7

(2
)婚

活
支

援
事

業
補

助
金

6
0
0

(6
0
0
)

　
民

間
事

業
者

等
が

出
会

い
の

場
を

創
出

す
る

イ
ベ

ン
ト
を

活
発

に
開

催
で

き
る

よ
う
支

援
し

ま
す

。
・
1
事

業
1
団

体
に

つ
き

：
参

加
者

3
0
人

以
下

 上
限

1
0
万

円
　
参

加
者

3
1
人

以
上

 上
限

2
0
万

円
企

画
課

5
7

2
　
不

妊
治

療
・
不

育
症

治
療

費
助

成
8
,0

0
0

(8
,0

0
0
)

・
特

定
不

妊
治

療
：
県

助
成

の
不

足
分

の
半

額
（
上

限
7
万

円
）
を

助
成

・
男

性
不

妊
治

療
：
県

助
成

の
不

足
分

の
半

額
（
上

限
5
万

円
）
を

助
成

・
不

育
症

治
療

：
医

療
保

険
適

用
の

治
療

費
の

自
己

負
担

額
の

半
額

（
上

限
5
万

円
）
を

助
成

　
　

　
　

　
　

　
　
　
医

療
保

険
不

適
用

の
不

育
検

査
費

用
の

自
己

負
担

額
（
1
0
万

円
限

度
）
を

助
成

健
康

推
進

課
1
1
3

3
　
産

後
ケ

ア
事

業
1
,8

0
0

(1
,4

0
0
)

　
心

身
の

不
調

や
育

児
不

安
を

抱
え

る
母

親
の

身
体

的
回

復
と

心
理

的
な

安
定

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

母
子

と
そ

の
家

族
が

健
や

か
な

育
児

が
で

き
る

よ
う
支

援
し

ま
す

。
　
・
短

期
入

所
　
＠

2
1
,0

0
0
円

（
自

己
負

担
9
,0

0
0
円

）
　
・
通

所
　

　
　

　
＠

1
0
,5

0
0
円

（
自

己
負

担
4
,5

0
0
円

）
　
・
自

宅
訪

問
　
＠

　
4
,0

0
0
円

（
自

己
負

担
1
,0

0
0
円

）

健
康

推
進

課
1
1
3

4
　
中

学
校

3
年

生
ま

で
の

子
ど

も
に

係
る

医
療

費
の

助
成

3
6
6
,3

0
0

(4
0
0
,9

0
0
)

　
中

学
校

3
年

生
ま

で
の

子
ど

も
が

通
院

や
入

院
し

た
場

合
の

医
療

費
を

所
得

制
限

な
し

で
助

成
し

ま
す

。
【
助

成
後

の
自

己
負

担
】

　
未

就
学

児
：
通

院
・
入

院
と

も
に

自
己

負
担

分
無

料
　
小

学
生

・
中

学
生

：
一

部
自

己
負

担
有

　
　
通

院
5
0
0
円

／
月

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　（

１
診

療
報

酬
明

細
書

）
、
調

剤
は

無
料

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　　
入

院
1
,0

0
0
円

／
日

 月
額

上
限

1
4
,0

0
0
円

保
険

年
金

課
9
5

5
　
地

域
子

育
て

支
援

拠
点

の
充

実
4
0
,5

4
0

(4
0
,8

4
3
)

　
乳

幼
児

を
も

つ
保

護
者

の
不

安
解

消
や

子
育

て
情

報
を

提
供

す
る

た
め

、
地

域
子

育
て

支
援

拠
点

を
設

置
し

、
家

庭
で

の
子

育
て

を
支

援
し

ま
す

。
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

9
9

6
　
フ

ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ

ー
ト
セ

ン
タ

ー
の

運
営

1
,1

4
6

(7
4
6
)

　
子

育
て

の
手

伝
い

を
し

て
ほ

し
い

人
と

手
伝

い
が

で
き

る
人

を
、
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

つ
な

ぎ
役

と
な

り
、
子

育
て

支
援

を
行

い
ま

す
。

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
9
7

項
目

・
事

業
名
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予
算

額
（
前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

７
　
見

守
り
お

む
つ

宅
配

便
2
8
,5

8
8

(2
7
,3

3
8
)

　
満

1
歳

未
満

児
を

養
育

す
る

家
庭

を
対

象
に

、
月

額
1
,5

0
0
円

相
当

の
紙

お
む

つ
等

を
専

門
の

宅
配

員
が

声
か

け
を

し
な

が
ら

宅
配

し
、
子

育
て

世
帯

の
見

守
り
と

経
済

的
負

担
軽

減
に

取
り
組

み
ま

す
。

宅
配

件
数

 延
べ

9
,9

4
6
件

(R
1
)

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
9
7

８
　
学

童
保

育
所

施
設

整
備

1
,2

0
0

(1
,4

0
0
)

　
放

課
後

も
児

童
が

い
き

い
き

と
過

ご
せ

る
学

童
保

育
環

境
の

充
実

を
図

る
た

め
、
学

童
保

育
所

を
計

画
的

に
整

備
改

修
し

ま
す

。
《
主

な
整

備
箇

所
》

・
湖

東
第

二
こ

ど
も

の
家

、
愛

東
北

こ
ど

も
の

家
空

調
設

備
工

事

幼
児

施
設

課
1
0
5

９
　
学

童
保

育
所

の
運

営
3
9
6
,7

5
7

(3
7
3
,3

5
3
)

　
放

課
後

の
児

童
の

生
活

の
安

全
確

保
と

健
全

育
成

を
図

る
た

め
の

学
童

保
育

所
を

運
営

し
ま

す
。

・
学

童
ク

ラ
ブ

数
3
8
ク

ラ
ブ

こ
ど

も
政

策
課

1
0
5

子
育

て
・
教

育
環

境
を

充
実

し
ま

す

1
　
認

定
こ

ど
も

園
施

設
整

備
4
6
,9

8
3

(1
2
4
,9

3
0
)

　
待

機
児

童
の

解
消

と
保

育
環

境
の

向
上

の
た

め
、
幼

保
施

設
の

整
備

と
改

修
を

進
め

ま
す

。
《
主

な
整

備
内

容
》

・
ひ

ま
わ

り
幼

児
園

給
食

配
膳

室
整

備
工

事

幼
児

施
設

課
1
0
5

2
　
病

児
保

育
室

の
運

営
1
4
,7

9
4

(1
3
,9

4
7
)

　
病

気
中

又
は

病
気

の
回

復
期

の
幼

児
を

一
時

的
に

保
育

す
る

病
児

保
育

室
を

3
 箇

所
で

運
営

し
ま

す
。

・
八

日
市

病
児

保
育

室
（
中

野
む

く
の

き
幼

児
園

内
）

・
愛

東
病

児
保

育
室

（
愛

東
支

所
内

）
・
能

登
川

病
児

保
育

室
（
能

登
川

保
健

セ
ン

タ
ー

内
）

幼
児

課
9
9

３
　
保

育
士

確
保

対
策

(1
) 

就
職

フ
ェ

ア
の

実
施

5
0

(5
0
)

　
高

校
生

、
学

生
及

び
潜

在
保

育
士

に
対

し
、
保

育
の

仕
事

説
明

会
や

就
職

フ
ェ

ア
を

開
催

し
、
保

育
士

確
保

に
努

め
ま

す
。

幼
児

課
9
9

(2
) 

保
育

士
人

材
確

保
対

策
8
7
,2

5
9

(1
0
1
,3

8
0
)

　
保

育
士

の
資

格
取

得
の

意
思

の
あ

る
人

材
を

保
育

サ
ポ

ー
タ

ー
と

し
て

雇
用

し
、
受

験
資

格
に

必
要

な
実

務
を

積
む

こ
と

で
、
東

近
江

市
で

働
く
保

育
士

の
確

保
に

つ
な

げ
て

い
き

ま
す

。
・
保

育
サ

ポ
ー

タ
ー

3
8
人

雇
用

幼
児

課
9
7
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予
算

額
（
前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

４
　
民

間
保

育
所

等
へ

の
支

援
2
6
2
,2

6
5

(2
4
0
,9

3
7
)

　
民

間
保

育
所

等
が

実
施

す
る

障
害

児
保

育
、
延

長
保

育
等

の
事

業
に

対
し

て
補

助
し

、
民

間
保

育
所

等
の

運
営

を
支

援
し

ま
す

。
・
障

害
児

保
育

 9
施

設
　

　
　
　
・
乳

児
保

育
 9

施
設

・
低

年
齢

児
保

育
 9

施
設

　
　
 ・

一
時

預
か

り
 7

施
設

・
延

長
保

育
 1

0
施

設
　

　
　

　
 ・

保
育

補
助

者
雇

上
強

化
 9

施
設

（
4
施

設
増

）
・
保

育
体

制
強

化
 5

施
設

　
　
 ・

運
営

補
助

金
 9

施
設

・
週

休
二

日
制

保
育

 9
施

設
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
運

営
補

助
（
新

）

幼
児

課
1
0
3

５
　
幼

児
教

育
セ

ン
タ

ー
の

運
営

3
,5

4
6

(3
,7

9
9
)

　
幼

稚
園

、
保

育
所

、
認

定
こ

ど
も

園
等

の
人

材
育

成
を

中
心

に
幼

児
教

育
の

更
な

る
質

の
向

上
や

幼
児

教
育

の
拠

点
と

し
て

幼
児

教
育

セ
ン

タ
ー

を
運

営
し

ま
す

。
幼

児
課

1
0
1

６
　
外

国
籍

児
サ

ポ
ー

ト
ル

ー
ム

の
実

施
3
,3

5
6

(3
,0

9
0
)

　
文

化
、
習

慣
、
言

葉
の

壁
等

の
課

題
を

少
な

く
し

、
園

児
が

安
心

し
て

園
生

活
を

送
れ

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
外

国
籍

の
園

児
が

多
い

幼
児

園
で

外
国

籍
児

サ
ポ

ー
ト
ル

ー
ム

「
に

こ
に

こ
」
を

実
施

し
ま

す
。

幼
児

課
9
7

７
　
外

国
人

児
童

生
徒

等
教

育
支

援
事

業
3
0
,3

7
6

(2
6
,8

0
8
)

　
日

本
語

教
育

が
必

要
な

外
国

人
児

童
生

徒
が

、
小

中
学

校
で

の
学

校
生

活
を

円
滑

に
進

め
、
早

期
に

適
応

で
き

る
よ

う
、
初

期
の

日
本

語
教

育
や

小
中

学
校

へ
の

適
応

指
導

を
行

い
ま

す
。

・
日

本
語

初
期

指
導

教
室

「
い

ろ
は

」
指

導
員

 4
名

（
1
名

増
員

）
・
中

学
校

日
本

語
指

導
員

2
名

・
外

国
人

児
童

・
生

徒
等

教
育

支
援

業
務

委
託

学
校

教
育

課
1
7
7

８
　
学

校
施

設
整

備
8
,9

0
0

(1
,2

2
6
,1

4
6
)

　
子

ど
も

の
学

習
環

境
の

充
実

と
改

善
を

図
る

た
め

、
施

設
改

修
を

実
施

し
ま

す
。

《
主

な
内

容
》

・
八

日
市

北
小

学
校

校
庭

芝
生

化
工

事

教
育

施
設

課
1
8
1

９
 G

IG
A
ス

ク
ー

ル
構

想
の

推
進

5
9
,0

8
9

(2
5
,0

7
8
)

　
国

が
進

め
る

Ｇ
ＩＧ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構

想
を

推
進

し
、
タ

ブ
レ

ッ
ト
端

末
を

活
用

し
た

各
種

学
習

に
対

応
で

き
る

環
境

を
整

え
ま

す
。

・
Ｇ

ＩＧ
Ａ

ス
ク

ー
ル

サ
ポ

ー
タ

ー
の

配
置

（
新

規
）
3
名

・
小

中
学

校
に

お
け

る
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
環

境
の

整
備

学
校

教
育

課
1
7
9
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予
算

額
（
前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

１
０
　
学

力
向

上
対

策
2
1
8
,3

1
0

(1
9
9
,5

5
7
)

　
子

ど
も

た
ち

の
確

か
な

学
力

を
育

み
向

上
を

図
る

た
め

、
基

礎
的

・
基

本
的

な
知

識
及

び
技

能
を

確
実

に
習

得
す

る
と

と
も

に
、
子

ど
も

達
に

学
習

の
目

標
を

も
た

せ
主

体
的

な
学

習
態

度
を

養
い

ま
す

。
　
・
教

科
別

指
導

の
主

な
内

容
　

　
【
国

　
語

】
　
学

校
司

書
の

配
置

　
小

学
校

1
1
名

(2
名

増
員

）
　
中

学
校

3
名

　
　
【
算

　
数

】
　
個

に
応

じ
た

学
習

指
導

員
の

配
置

 ４
名

（
新

規
）

　
　
【
英

　
語

】
　
外

国
語

指
導

助
手

（
Ａ

Ｌ
Ｔ

）
の

配
置

　
　
小

学
校

1
1
名

　
中

学
校

9
名

　
　
【
そ

の
他

】
　
学

力
向

上
支

援
員

2
名

　
　

　
　

　
　

　
　
 中

学
校

教
科

指
導

支
援

員
1
0
名

（
4
名

増
員

）
　

　
　

　
　

　
　

　
 す

こ
や

か
支

援
員

（
低

学
年

指
導

）
1
2
名

 他
　
・
学

力
向

上
検

討
会

議
の

開
催

（
指

導
力

向
上

委
員

会
、
授

業
改

善
推

進
委

員
会

等
）

学
校

教
育

課
教

育
研

究
所

1
7
3

1
7
7

１
１
　
学

校
問

題
対

策
1
1
0
,2

2
3

(1
0
8
,0

5
4
)

　
児

童
生

徒
の

不
登

校
や

問
題

行
動

、
い

じ
め

な
ど

、
児

童
生

徒
の

悩
み

事
や

子
ど

も
の

成
長

に
関

す
る

相
談

体
制

の
充

実
、
支

援
を

行
い

ま
す

。
　
・
児

童
生

徒
成

長
支

援
室

の
充

実
　
・
中

学
校

生
徒

指
導

支
援

員
1
2
名

　
・
問

題
対

策
支

援
員

、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

各
2
名

（
各

1
名

増
員

）

学
校

教
育

課
1
7
3

1
7
9

１
２
　
特

別
支

援
教

室
・
通

級
指

導
教

室
の

運
営

1
4
8
,5

6
2

(1
2
9
,1

3
6
)

　
児

童
生

徒
の

個
々

の
障

害
に

応
じ

た
教

育
相

談
体

制
を

確
立

し
、
き

め
細

か
な

指
導

体
制

の
充

実
を

図
り
ま

す
。

　
・
特

別
支

援
教

育
支

援
員

　
小

学
校

6
5
名

(5
名

増
員

）
　
中

学
校

5
名

　
・
通

級
指

導
教

室
支

援
員

　
6
名

（
1
名

増
員

）
　
・
看

護
師

1
名

　
・
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

サ
ポ

ー
タ

ー
3
名

（
2
名

増
員

）

学
校

教
育

課
1
7
3

1
7
7
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基
本
⽬
標
４
 
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
東
近
江
市
の
創
⽣

（
単
位
︓
千
円
）

予
算

額
（
前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ

４
　
誰

も
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

豊
か

な
東

近
江

市
の

創
生

1
　
近

江
鉄

道
線

利
用

促
進

、
利

便
性

向
上

対
策

公
共

交
通

政
策

課

(1
)近

江
鉄

道
沿

線
地

域
公

共
交

通
再

生
協

議
会

負
担

金
3
,8

2
4

(5
,1

5
5
)

　
将

来
に

わ
た

っ
て

近
江

鉄
道

線
を

維
持

存
続

し
て

い
く
た

め
に

県
や

沿
線

市
町

と
協

議
を

進
め

ま
す

。
6
5

2
　
バ

ス
生

活
路

線
確

保
・
利

用
促

進
対

策

(1
)コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
等

運
行

1
7
9
,1

1
7

(1
7
1
,7

7
0
)

　
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

、
ち

ょ
こ

っ
と

タ
ク

シ
ー

を
運

行
し

ま
す

。
ま

た
、
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

を
活

用
し

た
少

量
貨

物
運

送
を

行
い

ま
す

。
公

共
交

通
政

策
課

6
5

(2
)買

物
お

帰
り
き

っ
ぷ

事
業

2
5
0

(2
5
0
)

　
市

内
商

業
施

設
と

連
携

し
て

、
一

定
の

買
い

物
を

さ
れ

た
人

に
お

帰
り
き

っ
ぷ

と
し

て
ち

ょ
こ

っ
と

バ
ス

の
回

数
券

を
配

付
し

ま
す

。
公

共
交

通
政

策
課

6
5

3
　
道

路
の

整
備

3
0
6
,1

5
6

(9
1
9
,4

6
8
)

《
主

な
整

備
箇

所
》

・
市

道
整

備
：
山

上
上

二
俣

線
、
上

中
緑

町
小

今
線

、
妙

法
寺

今
堀

線
、
能

登
川

北
部

線
、

　
箕

作
山

線
、
学

校
横

山
線

、
桜

川
石

塔
線

、
妹

市
ケ

原
線

・
街

路
整

備
：
小

今
建

部
上

中
線

（
聖

徳
工

区
）
、
中

学
校

線
（
垣

見
工

区
）

道
路

課
1
5
3

1
5
9

4
　
（
仮

称
）
黒

丸
ス

マ
ー

ト
ＩＣ

設
置

推
進

事
業

1
4
,4

4
3

(1
6
,1

9
2
)

　
名

神
高

速
道

路
黒

丸
パ

ー
キ

ン
グ

エ
リ
ア

に
接

続
す

る
ス

マ
ー

ト
ＩＣ

の
基

本
計

画
を

策
定

し
ま

す
。

広
域

事
業

推
進

課
1
5
1

5
　
生

活
道

路
・
水

路
等

環
境

整
備

3
2
,0

0
0

(1
9
,2

0
0
)

　
自

治
会

が
施

工
す

る
生

活
道

路
及

び
生

活
水

路
整

備
等

に
対

し
て

支
援

し
ま

す
。

・
生

活
道

路
環

境
整

備
補

助
 2

1
自

治
会

・
生

活
水

路
環

境
整

備
補

助
 1

7
自

治
会

管
理

課

1
5
3

1
5
5

6
　
急

傾
斜

地
崩

壊
対

策
1
4
,0

0
0

(8
8
,4

6
0
)

《
主

な
整

備
箇

所
》

・
愛

東
外

町
地

先
管

理
課

1
5
5

住
み

続
け

た
い

ま
ち

を
つ

く
り
ま

す

1
　
ま

ち
づ

く
り
協

議
会

活
動

の
支

援

(1
)ま

ち
づ

く
り
総

合
交

付
金

3
5
,0

3
1

(3
5
,0

7
8
)

　
市

内
1
4
地

区
の

ま
ち

づ
く
り
を

推
進

す
る

ま
ち

づ
く
り
協

議
会

の
活

動
を

支
援

す
る

た
め

、
ま

ち
づ

く
り
総

合
交

付
金

を
交

付
し

ま
す

。
ま

ち
づ

く
り
協

働
課

項
目

・
事

業
名

地
域

を
結

ぶ
道

路
等

の
都

市
基

盤
整

備
・
輸

送
機

能
の

強
化

を
図

り
ま

す
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予
算

額
（
前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

2
　
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
へ

の
支

援

(1
)支

え
合

い
・
に

ぎ
わ

い
の

拠
点

づ
く
り
補

助
金

5
,0

0
0

(5
,0

0
0
)

　
世

代
を

超
え

た
支

え
合

い
や

に
ぎ

わ
い

の
拠

点
づ

く
り
に

資
す

る
備

品
を

購
入

す
る

自
治

会
を

支
援

し
ま

す
。

ま
ち

づ
く
り
協

働
課

6
3

(2
)住

み
続

け
た

い
地

域
づ

く
り
交

付
金

4
0
0

(4
0
0
)

　
若

者
が

地
域

に
定

着
し

、
結

婚
・
子

育
て

で
き

る
地

域
づ

く
り
を

目
指

し
、
課

題
の

洗
い

出
し

や
事

業
見

直
し

等
に

取
り
組

む
自

治
会

や
ま

ち
づ

く
り
協

議
会

に
補

助
し

ま
す

。
・
自

治
会

分
 上

限
1
0
万

円
／

ま
ち

づ
く
り
協

議
会

分
 上

限
2
0
万

円

ま
ち

づ
く
り
協

働
課

6
1

(3
)コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
補

助
金

1
,5

2
8

(8
,5

5
0
)

　
自

治
会

活
動

を
支

え
る

自
治

会
館

及
び

そ
の

敷
地

内
の

通
路

を
人

に
優

し
い

構
造

（
バ

リ
ア

フ
リ
ー

化
）

に
す

る
た

め
の

経
費

に
対

し
て

補
助

し
ま

す
。

・
人

に
や

さ
し

い
改

造
：
総

事
業

費
の

1
/
3
以

内
、
上

限
1
9
0
万

円

ま
ち

づ
く
り
協

働
課

6
3

(4
)ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

設
置

補
助

1
,6

3
0

(1
,6

7
0
)

　
自

治
会

に
よ

る
ご

み
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

の
設

置
及

び
修

繕
に

対
し

て
助

成
し

ま
す

。
廃

棄
物

対
策

課
1
1
9

3
　
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
等

へ
の

支
援

(1
)コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

支
援

事
業

1
,0

2
0

(1
,0

1
0
)

　
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

で
地

域
の

課
題

解
決

を
図

る
取

組
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
市

民
が

資
金

面
で

支
援

す
る

（
S
IB

）
手

法
の

普
及

を
図

り
ま

す
。

ま
ち

づ
く
り
協

働
課

6
1

(2
)市

民
活

動
支

援
事

業
委

託
1
4
,0

0
0

(1
4
,0

0
0
)

　
地

域
の

課
題

解
決

に
向

け
て

取
り
組

む
市

民
活

動
団

体
を

支
援

す
る

中
間

支
援

の
体

制
を

整
え

、
人

材
の

育
成

や
活

動
の

相
談

等
を

行
い

ま
す

。
ま

ち
づ

く
り
協

働
課

6
3

(3
)わ

く
わ

く
市

民
活

動
支

援
事

業
1
,0

0
0

(1
,0

0
0
)

　
公

益
的

な
活

動
を

す
る

市
民

団
体

の
立

ち
上

げ
や

自
立

に
対

し
て

補
助

し
ま

す
。

ま
ち

づ
く
り
協

働
課

6
3

4
　
地

域
お

こ
し

協
力

隊
（
ま

ち
づ

く
り
）
の

活
動

支
援

3
,3

3
7

(0
)

　
愛

東
地

区
に

お
い

て
、
地

域
に

住
む

誰
も

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り
を

行
う
た

め
、
地

域
の

関
係

者
が

運
営

す
る

小
売

店
舗

と
協

力
し

な
が

ら
、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

支
援

に
取

り
組

む
地

域
お

こ
し

協
力

隊
（
1
人

）
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。

ま
ち

づ
く
り
協

働
課

6
1

長
期

的
な

視
点

で
施

設
等

の
管

理
や

空
家

対
策

を
進

め
ま

す

1
　
道

路
・
橋

梁
・
ト
ン

ネ
ル

の
長

寿
命

化
5
1
,5

0
0

(3
8
0
,3

0
0
)

　
道

路
や

橋
梁

、
ト
ン

ネ
ル

を
的

確
か

つ
効

率
的

に
維

持
管

理
す

る
た

め
、
長

寿
命

化
修

繕
計

画
等

に
基

づ
く
修

繕
及

び
点

検
を

行
い

ま
す

。
《
主

な
整

備
箇

所
》

・
橋

梁
修

繕
：
川

南
新

川
橋

管
理

課
・
道

路
課

1
5
1
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予
算

額
（
前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

2
　
市

営
住

宅
整

備
2
0
6
,1

7
2

(8
0
,7

5
9
)

《
主

な
整

備
箇

所
》

・
市

営
新

大
森

団
地

改
築

（
第

三
期

）
工

事
　
（
集

会
所

新
築

工
事

、
駐

車
場

及
び

外
構

整
備

工
事

）

住
宅

課

1
6
7

3
　
空

家
等

対
策

(1
)空

家
等

対
策

事
業

補
助

金
2
2
,0

0
0

(1
4
,0

0
0
)

　
空

家
等

を
有

効
活

用
し

た
地

域
活

性
化

や
老

朽
化

の
著

し
い

空
家

等
を

解
体

し
て

安
心

・
安

全
な

ま
ち

づ
く
り
を

推
進

す
る

た
め

、
空

家
等

の
活

用
や

除
却

に
対

し
て

補
助

し
ま

す
。

・
空

家
等

活
用

モ
デ

ル
事

業
補

助
金

 補
助

率
2
/
3
 上

限
5
0
0
万

円
・
特

定
空

家
等

除
却

支
援

事
業

補
助

金
 補

助
率

4
/
5
 上

限
4
0
0
万

円
・
認

可
地

縁
団

体
向

け
空

家
等

除
却

費
補

助
金

 補
助

率
1
/
2
 上

限
1
0
0
万

円

住
宅

課

1
6
5

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

ま
ち

を
つ

く
り
ま

す

1
　
防

災
情

報
告

知
放

送
シ

ス
テ

ム
運

用
2
0
,0

0
0

(2
0
,0

0
0
)

　
災

害
時

の
緊

急
情

報
や

身
近

な
行

政
情

報
を

迅
速

に
伝

え
る

た
め

に
整

備
し

た
防

災
情

報
告

知
放

送
シ

ス
テ

ム
を

安
定

的
に

運
用

し
ま

す
。

防
災

危
機

管
理

課

1
7
1

2
　
自

主
防

災
組

織
育

成
事

業
補

助
7
,0

0
0

(5
,5

5
0
)

住
民

が
安

全
な

ま
ち

づ
く
り
を

推
進

す
る

た
め

に
必

要
な

事
業

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を

補
助

し
ま

す
。

・
安

全
な

ま
ち

づ
く
り
自

主
活

動
補

助
金

・
自

主
防

災
活

動
補

助
金

・
可

搬
式

消
防

ポ
ン

プ
購

入
補

助
金

防
災

危
機

管
理

課

1
7
1

3
　
消

火
栓

設
備

購
入

補
助

5
,4

0
0

(5
,6

1
5
)

　
自

治
会

が
行

う
消

火
栓

設
備

の
購

入
に

要
す

る
経

費
の

一
部

を
補

助
し

ま
す

。
防

災
危

機
管

理
課

1
6
9

4
　
ブ

ロ
ッ

ク
塀

等
耐

震
対

策
事

業
補

助
1
,5

0
0

(2
,0

0
0
)

　
通

学
路

や
避

難
路

等
に

面
し

て
い

る
倒

壊
の

危
険

性
が

高
い

ブ
ロ

ッ
ク

塀
の

撤
去

や
改

修
に

か
か

る
費

用
に

対
し

て
助

成
し

ま
す

。
 上

限
1
0
万

円
建

築
指

導
課

1
6
1

健
康

・
福

祉
・
医

療
を

充
実

し
暮

ら
し

を
支

え
ま

す

1
　
地

域
医

療
確

保
対

策
事

業

(1
)小

児
科

学
講

座
（
小

児
発

達
支

援
学

部
門

）
へ

の
支

援
8
,0

0
0

(8
,0

0
0
)

　
滋

賀
医

科
大

学
小

児
科

が
開

設
し

て
い

る
小

児
科

学
講

座
に

協
力

す
る

こ
と

に
よ

り
、
圏

域
に

お
け

る
小

児
の

発
達

障
害

及
び

発
達

支
援

の
医

療
体

制
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

発
達

支
援

セ
ン

タ
ー

1
0
9

(2
)政

策
的

医
療

交
付

金
2
4
3
,0

0
0

(2
6
6
,0

0
0
)

　
安

定
し

た
地

域
医

療
を

提
供

す
る

た
め

、
能

登
川

病
院

が
行

う
救

急
医

療
及

び
小

児
医

療
、
蒲

生
医

療
セ

ン
タ

ー
が

行
う
総

合
家

庭
医

、
訪

問
診

察
（
看

護
）
及

び
リ
ハ

ビ
リ
等

の
充

実
を

政
策

的
医

療
と

位
置

付
け

、
指

定
管

理
者

に
対

し
て

交
付

し
ま

す
。

地
域

医
療

政
策

課

1
1
3

(3
)滋

賀
医

科
大

学
地

域
医

療
教

育
研

究
拠

点
寄

附
金

6
,0

0
0

(6
,0

0
0
)

　
滋

賀
医

科
大

学
の

地
域

医
療

教
育

研
究

拠
点

事
業

に
お

い
て

、
東

近
江

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

内
に

「
総

合
内

科
学

講
座

」
「
総

合
外

科
学

講
座

」
を

設
置

し
、
医

師
確

保
に

努
め

ま
す

。
地

域
医

療
政

策
課

1
1
3
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予
算

額
（
前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

(4
)診

療
施

設
等

整
備

事
業

　
（
※

国
民

健
康

保
険

（
施

設
勘

定
）
特

別
会

計
）

7
7
4
,4

0
0

(2
1
5
,1

6
0
)

　
東

近
江

圏
域

（
東

近
江

市
・
近

江
八

幡
市

・
日

野
町

・
竜

王
町

）
に

お
け

る
が

ん
診

療
の

地
域

完
結

率
の

向
上

を
目

指
し

て
、
蒲

生
医

療
セ

ン
タ

ー
が

ん
診

療
棟

増
築

工
事

に
お

け
る

負
担

金
を

支
出

し
ま

す
。

（
令

和
3
年

8
月

診
療

開
始

予
定

）
　
永

源
寺

診
療

所
の

老
朽

化
に

伴
い

、
旧

永
源

寺
保

健
セ

ン
タ

ー
を

解
体

し
、
永

源
寺

診
療

所
の

改
築

工
事

、
外

構
、
駐

車
場

整
備

を
実

施
し

ま
す

。
（
令

和
4
年

4
月

診
療

開
始

予
定

）

地
域

医
療

政
策

課

7
3

2
　
高

齢
者

福
祉

施
設

等
基

盤
整

備
補

助
8
2
,3

0
2

(4
1
,1

5
1
)

　
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

る
た

め
、
新

た
に

地
域

密
着

型
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

の
整

備
を

行
う
事

業
者

を
対

象
に

、
施

設
の

基
盤

整
備

に
対

し
て

補
助

し
ま

す
。

【
施

設
整

備
費

等
補

助
】

・
補

助
率

1
0
/
1
0
 上

限
3
3
,6

0
0
千

円
・
補

助
率

1
0
/
1
0
 上

限
8
3
9
千

円
×9

床

対
象

：
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

事
業

所
、
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
事

業
所

長
寿

福
祉

課

9
5

3
　
障

害
者

総
合

支
援

給
付

事
業

2
,7

0
1
,0

0
0

(2
,4

5
9
,0

0
0
)

　
障

害
者

総
合

支
援

法
に

基
づ

く
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
に

対
し

て
給

付
を

行
い

ま
す

。
障

害
福

祉
課

9
1

4
　
医

療
的

ケ
ア

児
童

通
学

支
援

事
業

助
成

費
1
,1

9
8

(9
5
9
)

　
医

療
的

ケ
ア

が
必

要
な

た
め

ス
ク

ー
ル

バ
ス

に
乗

れ
な

い
児

童
生

徒
の

通
学

を
支

援
す

る
こ

と
で

、
保

護
者

の
負

担
軽

減
を

図
り
ま

す
。

障
害

福
祉

課

9
3

1
8
8
,7

6
0

(1
8
8
,7

6
0
)

　
訪

問
介

護
、
通

所
介

護
等

の
介

護
予

防
・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
の

基
準

緩
和

サ
ー

ビ
ス

を
設

け
、
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
を

は
じ

め
幅

広
い

事
業

者
が

サ
ー

ビ
ス

の
担

い
手

と
な

る
こ

と
で

、
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り
と

介
護

予
防

に
つ

な
げ

ま
す

。

福
祉

総
合

支
援

課

1
4
3

6
　
支

え
合

う
地

域
づ

く
り
の

推
進

（
※

介
護

保
険

特
別

会
計

）
1
4
,5

8
6

(1
2
,5

8
6
)

　
生

活
支

援
の

担
い

手
の

養
成

や
利

用
者

と
提

供
者

を
つ

な
ぐ

仕
組

み
づ

く
り
を

支
援

す
る

た
め

、
地

域
支

え
合

い
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

配
置

し
て

、
地

域
住

民
と

医
療

や
福

祉
の

専
門

職
が

、
地

区
に

応
じ

た
人

材
、
場

所
、
情

報
を

活
用

し
て

支
え

合
う
地

域
づ

く
り
を

進
め

ま
す

。

福
祉

総
合

支
援

課

1
4
7

7
　
地

域
生

活
課

題
を

把
握

・
解

決
す

る
体

制
づ

く
り
の

強
化

1
0
,9

8
3

(7
,2

3
7
)

　
既

存
の

相
談

支
援

の
取

組
を

生
か

し
つ

つ
、
地

域
住

民
が

抱
え

る
多

様
な

課
題

の
解

決
に

向
け

た
仕

組
み

づ
く
り
を

進
め

ま
す

。
ま

た
、
そ

れ
ら

の
取

組
の

指
針

と
な

る
「
第

３
次

地
域

福
祉

計
画

」
の

策
定

を
行

い
ま

す
。

健
康

福
祉

政
策

課

8
5

8
　
健

康
維

持
支

援
1
2
0
,2

1
9

(1
2
0
,2

1
9
)

　
健

康
寿

命
の

延
伸

と
健

康
格

差
の

縮
小

に
向

け
て

、
が

ん
、
循

環
器

疾
患

、
糖

尿
病

、
Ｃ

 Ｏ
 Ｐ

 Ｄ
 と

い
っ

た
生

活
習

慣
病

の
発

症
と

、
重

症
化

予
防

の
た

め
健

康
診

査
や

が
ん

検
診

を
実

施
し

ま
す

。
健

康
推

進
課

1
1
3

5
　
介

護
予

防
・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
事

業
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
（
※

介
護

保
険

特
別

会
計

）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

（
単
位
︓
千
円
）

予
算

額
説

　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ

１
　
市

民
生

活
へ

の
支

援

（
１
）
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

接
種

事
業

6
1
6
,0

0
0

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

、
公

共
施

設
等

に
お

い
て

市
民

に
迅

速
か

つ
円

滑
な

ワ
ク

チ
ン

接
種

を
実

施
し

ま
す

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
ワ

ク
チ

ン
接

種
推

進
室

1
1
5

２
　
事

業
者

へ
の

支
援

（
１
）
売

上
回

復
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

決
済

ポ
イ

ン
ト
還

元
事

業
1
0
0
,0

0
0

　
市

内
経

済
の

活
性

化
と

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
決

済
に

よ
る

接
触

機
会

の
低

減
を

図
る

こ
と

を
目

的
に

実
施

し
ま

す
。
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
期

間
中

に
、
市

内
の

対
象

店
舗

で
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

決
済

を
活

用
し

て
飲

食
や

買
い

物
を

行
っ

た
方

に
、
最

大
2
0
％

を
ポ

イ
ン

ト
と

し
て

付
与

し
ま

す
。

　
・
ポ

イ
ン

ト
付

与
上

限
　

　
2
,0

0
0
円

/
1
決

済
当

た
り

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
1
箇

月
当

た
り
最

大
1
0
,0

0
0
円

、
期

間
中

最
大

2
0
,0

0
0
円

ま
で

）

商
工

労
政

課
1
4
3

（
２
）
東

近
江

市
宿

泊
業

・
飲

食
業

支
援

事
業

1
0
0
,0

0
0

　
収

入
が

大
幅

に
減

少
し

た
市

内
の

宿
泊

業
、
飲

食
業

に
対

し
、
事

業
継

続
を

支
援

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
た

支
援

金
を

交
付

し
ま

す
。

・
令

和
2
年

6
月

か
ら

1
2
月

と
令

和
3
年

1
月

か
ら

3
月

の
平

均
月

次
売

上
を

比
較

し
、
3
0
％

以
上

の
減

収
が

認
め

ら
れ

た
場

合
、
平

均
減

収
額

の
3
カ

月
分

を
支

給
。
（
上

限
3
0
万

円
）

商
工

労
政

課
1
4
3

（
３
）
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
資

金
等

利
子

補
給

金
3
4
,0

0
0

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
で

影
響

を
受

け
る

中
小

企
業

・
小

規
模

事
業

者
へ

資
金

繰
り
支

援
策

と
し

て
、
借

り
入

れ
た

資
金

に
対

す
る

利
子

補
給

を
実

施
し

ま
す

。
（
上

限
2
0
万

円
/
事

業
所

）
商

工
労

政
課

1
4
3

（
４
）
近

江
鉄

道
通

学
定

期
券

購
入

支
援

補
助

金
8
,1

5
0

　
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

に
よ

り
幹

線
公

共
交

通
機

関
の

利
用

者
数

及
び

収
入

の
落

ち
込

み
を

早
期

に
回

復
し

、
通

学
時

に
お

け
る

公
共

交
通

利
用

促
進

と
家

計
支

援
、
さ

ら
に

は
地

域
経

済
の

好
循

環
を

図
る

た
め

、
市

内
在

住
の

通
学

定
期

券
購

入
者

を
対

象
に

地
域

商
品

券
を

交
付

し
ま

す
。

　
・
対

象
者

：
近

江
鉄

道
定

期
券

を
利

用
し

て
通

学
す

る
市

内
在

住
の

学
生

（
中

学
生

以
上

）
　
・
補

助
金

額
：
1
0
,0

0
0
円

（
6
箇

月
定

期
）
、
5
,0

0
0
円

（
3
箇

月
）
、
1
,0

0
0
円

（
1
箇

月
）

　
・
申

請
期

間
：
令

和
3
年

4
月

1
日

か
ら

7
月

3
1
日

ま
で

　
　
※

通
学

定
期

の
有

効
期

間
が

申
請

期
間

に
含

ま
れ

て
い

る
こ

と

公
共

交
通

政
策

課
6
5

（
５
）
肉

用
牛

経
営

安
定

対
策

事
業

補
助

金
1
,7

2
2

　
牛

肉
の

枝
肉

取
引

価
格

の
下

落
に

よ
り
、
経

営
難

に
陥

っ
て

い
る

肥
育

農
家

を
支

援
す

る
た

め
、
肉

用
牛

肥
育

経
営

安
定

交
付

金
（
牛

マ
ル

キ
ン

）
制

度
に

よ
る

補
填

差
額

に
対

す
る

補
助

を
延

長
し

て
支

援
し

ま
す

。
【
補

助
率

】
補

填
差

額
に

対
し

1
/
4
を

補
助

農
業

水
産

課
1
3
3

（
６
）
中

小
企

業
事

業
展

開
支

援
補

助
金

1
0
,0

0
0

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
へ

の
対

応
に

伴
う
生

活
様

式
の

変
化

に
対

応
す

る
た

め
、
新

た
な

事
業

展
開

に
取

り
組

む
事

業
者

に
対

し
経

費
の

1
/
2
を

補
助

し
ま

す
。
（
補

助
上

限
2
0
万

円
、
下

限
3
万

円
）

商
工

労
政

課
1
4
3

項
目

・
事

業
名
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予
算

額
説

　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ
項

目
・
事

業
名

（
７
）
中

小
事

業
者

へ
の

雇
用

調
整

助
成

金
等

申
請

支
援

補
助

金
1
,0

0
0

　
雇

用
調

整
助

成
金

等
を

円
滑

に
受

け
ら

れ
る

よ
う
社

会
保

険
労

務
士

等
に

委
託

し
た

場
合

の
経

費
の

一
部

を
補

助
し

ま
す

。
(補

助
対

象
経

費
の

1
／

2
を

補
助

、
上

限
1
0
万

円
)

商
工

労
政

課

３
　
保

育
教

育
へ

の
支

援

（
１
）
幼

児
施

設
に

お
け

る
感

染
症

対
策

2
9
,0

5
2

　
幼

児
施

設
に

お
い

て
使

用
す

る
感

染
症

対
策

用
品

等
を

追
加

購
入

し
ま

す
。
ま

た
、
遠

足
な

ど
で

感
染

症
対

策
を

図
る

た
め

バ
ス

を
増

便
す

る
ほ

か
、
換

気
対

策
と

し
て

網
戸

等
の

設
置

工
事

を
実

施
す

る
と

と
も

に
換

気
に

よ
り
空

調
費

用
が

増
嵩

す
る

た
め

、
電

気
料

等
を

増
額

し
て

対
応

し
ま

す
。

幼
児

課
幼

児
施

設
課

1
0
3

1
0
5

1
8
7

（
２
）
小

中
学

校
に

お
け

る
感

染
症

対
策

3
2
,2

0
0

　
小

中
学

校
に

お
い

て
、
修

学
旅

行
等

で
感

染
症

対
策

の
た

め
バ

ス
を

増
便

す
る

ほ
か

、
感

染
症

対
策

の
た

め
実

施
す

る
換

気
に

よ
り
、
空

調
費

用
が

増
嵩

す
る

た
め

、
電

気
料

等
を

増
額

し
て

対
応

し
ま

す
。

学
校

教
育

課
教

育
施

設
課

1
8
1

1
8
3

1
8
5

4
　
そ

の
他

の
感

染
症

対
策

（
１
）
予

備
費

の
増

額
1
0
0
,0

0
0

　
不

測
の

事
態

が
発

生
し

、
感

染
拡

大
防

止
対

策
な

ど
緊

急
的

な
財

政
需

要
に

速
や

か
に

対
応

す
る

た
め

予
備

費
を

増
額

し
ま

す
。

財
政

課

2
1
3

（
２
）
成

人
式

に
お

け
る

感
染

症
対

策
1
,0

0
0

　
令

和
4
年

1
月

に
開

催
予

定
の

成
人

式
に

つ
い

て
、
屋

外
へ

の
テ

ン
ト
設

置
費

用
や

感
染

症
対

策
用

品
の

購
入

、
動

画
配

信
な

ど
、
感

染
症

対
策

に
係

る
費

用
を

増
額

し
ま

す
。

生
涯

学
習

課
1
9
1

（
3
）
そ

の
他

の
感

染
症

対
策

5
,0

4
9

　
各

種
委

員
会

、
審

議
会

等
で

感
染

症
対

策
の

た
め

の
貸

し
出

し
用

端
末

の
整

備
の

ほ
か

、
非

接
触

式
電

子
体

温
計

や
消

毒
液

な
ど

の
感

染
対

策
用

品
を

追
加

購
入

し
ま

す
。

-

1
,0

3
8
,1

7
3
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国
補
正
予
算
に
よ
り
令
和
２
年
度
に
前
倒
し
て
予
算
化
（
３
⽉
補
正
）

（
単
位
︓
千
円
）

予
算

額
（
前

年
度

予
算

額
）

説
　
　
　
　
　
　
　
明

担
当

課
予

算
書

ペ
ー

ジ

令
和

２
年

度
に

前
倒

し
 全

額
 令

和
３
年

度
へ

繰
越

予
定

（
１
）
橋

梁
長

寿
命

化
対

策
事

業
5
6
,0

0
0

≪
主

な
内

容
≫

　
・
橋

梁
点

検
（
1
1
5
橋

）
　
・
修

繕
工

事
設

計
　
　
篠

田
橋

（
伊

庭
町

）
、
2
0
-
1
号

橋
（
五

個
荘

河
曲

町
）
、
昭

和
橋

（
箕

川
町

）
　
ほ

か

管
理

課

（
２
）
道

路
長

寿
命

化
事

業
5
8
,7

0
0

≪
主

な
内

容
≫

　
・
舗

装
工

事
　
　
桜

川
西

赤
坂

線
、
新

六
ツ

木
線

、
鈴

大
塚

線
　
ほ

か

道
路

課

（
３
）
道

路
新

設
改

良
工

事
5
,3

0
0

≪
主

な
内

容
≫

　
・
能

登
川

北
部

線
道

路
課

（
4
）
街

路
事

業
4
2
7
,4

0
0

≪
主

な
内

容
≫

　
・
小

今
建

部
上

中
線

（
聖

徳
工

区
）
、
中

学
校

線
（
垣

見
工

区
）

道
路

課

（
5
）
市

営
住

宅
整

備
事

業
3
2
,0

0
0

≪
主

な
内

容
≫

　
・
市

営
新

大
森

団
地

改
築

（
第

三
期

）
工

事
　
　
（
既

存
市

営
住

宅
解

体
工

事
）

住
宅

課

（
6
）
県

営
土

地
改

良
事

業
5
5
,1

9
9

≪
主

な
内

容
≫

　
・
重

要
水

防
た

め
池

修
繕

実
施

計
画

作
成

（
坂

下
溜

、
谷

堤
溜

、
庚

申
溜

（
土

器
町

）
）

　
・
県

営
土

地
改

良
事

業
負

担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
湖

東
平

野
１
期

地
区

、
尻

無
北

部
地

区
、
栗

見
出

在
家

地
区

ほ
か

）

農
村

整
備

課

（
7
）
小

中
学

校
に

お
け

る
感

染
症

対
策

3
2
,4

0
0

　
小

中
学

校
に

お
い

て
使

用
す

る
感

染
症

対
策

用
品

等
を

追
加

購
入

し
ま

す
。

教
育

施
設

課

（
8
）
小

学
校

施
設

整
備

事
業

4
6
0
,3

0
0

≪
主

な
内

容
≫

　
・
能

登
川

南
小

学
校

体
育

館
大

規
模

改
修

工
事

　
・
愛

東
南

小
学

校
ト
イ

レ
改

修
工

事
　
・
愛

東
北

小
学

校
ト
イ

レ
改

修
工

事
　
・
蒲

生
北

小
学

校
ト
イ

レ
改

修
工

事

教
育

施
設

課

項
目

・
事

業
名
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